2013-14年度　東日本区理事方針
東日本区理事　渡辺喜代美
	理事主題
「いざ立て」
 “ Once　more　we　stand ”
副題　　「絶えせずめあて望み　この身を捧げ尽くさん」

“Always our objects to pursue、We　consecrate　ourselves　anew”


１．基本方針

1922年、ポール・ウィリアム・アレキサンダーが米国オハイオ州にワイズメンズクラブ国際協会を設立。日本は1928年11月10日大阪クラブが設立し、現在に至っています。
私たちの活動目的は、各クラブが国際憲法の精神に基づき、互いに親しみ交わり、力を合わせ、この運動を広く東日本区内に拡張することにあります。
	「ワイズメンズクラブ国際協会は、イエス・キリストの教えに基づき、相互理解と 敬愛の思いに結ばれて、あらゆる信仰の人々が宗教信条の相違を越えて、ともに 働く世界的友好団体であり、ＹＭＣＡに対する忠誠心をともにしつつ、活発な 奉仕活動を通じてリーダーシップを開発し、助長し、提供して、全人類の為よりよい世界を築くべく尽力するものである。」と綱領を示しています。
 東日本区7部６5クラブおよそ千余名のワイズメン一人一人が課題に立ち向かい、その役割をはたし、積極的に行動するならば、ワイズメンズクラブはさらに魅力的な素晴らしい組織へと成長し、多くの賛同者を得ることと確信しています。また、私たちは、島田茂日本ＹＭＣＡ同盟総主事のもと「人といのちを育む」活動を展開するＹＭＣＡと強く連帯し、地域社会において奉仕活動実践リーダーとして、その存在意義を示すことができると思います。今一度、私たちは、原点に立ち返り、思慮深く更なる前進を続けることが大切です。
２０２２年ワイズ１００周年を世界中のワイズメンと共に祝うため、東日本区ワイズメンの力を信じ、ワイズメンの未来を確かなものにするため、今こそ立ち上がり、心一つに魅力あふれるワイズメンズクラブ創造に全力を尽くしたいと思います。
一年間、東日本区ワイズメンズクラブ会員皆様のお力添えよろしくお願い申し上げます！


２．重点目標

①奉仕活動の実践
　・YMCAとワイズの存在意義を示すプログラムの実施
　②公共イメージと認識度の向上
　  ・私たちの活動を積極的にアピール
③クラブサポートの強化

　 ・長期計画を立て、リーダーの育成
３．各事業の主なる行動目標

（１）地域奉仕事業

●　所属ＹＭＣＡとの相互理解と協働プログラムの更なる推進
●　ＡＳＦ事業を通じてＹＭＣAスタッフ育成支援プログラムの推進

●　次世代にむけたあらたな環境プログラムへの取り組み
（２）会員増強事業
●　クラブのサポート強化
●   親睦事業の推進
●   各クラブへの会員純増１名、退会者ゼロへの取り組み
（３）国際・交流事業

●　ＩＢＣ，DBC事業の推進と拡大。
●　国際交流事業のＰＲ
●　国際へのゴール目標達成。

（４）ユース事業

●　ユース、所属ＹＭＣAリーダー・学Yとの連携。
●　新世代奉仕プログラムの充実と継続。
●　アジアユースコンボケーションへの積極的参加。

（５）その他
●　東日本大震災プロジェクト事業の継続
●　メネット事業の充実と推進

●　「TW２０２２」理解と推進
●　西日本区との事業連携の推進
４．2013-14年度東日本区の目標
	担当
	事業
	2013-14年度

	地域奉仕
	CS
	1,250円/人以上

	
	ASF
	500円/人以上（1,000 CHF）

	
	FF
	500円/人以上

	国際・交流
	BF
	2,000円/人以上（18,000 CHF）

	
	TOF
	1,300円/人以上（13,000 CHF）

	
	EF
	記念献金（500 CHF）

	
	RBM
	800円/人以上（3,000 CHF）

	
	YES
	500円/人以上（2,000 CHF）

	
	IBC
	2クラブ

	
	DBC
	2クラブ

	E（新クラブ設立）
	3クラブ

	M（会員増強）
	100名

	JEF（東日本区ワイズ基金）
	1,000,000円

	LT（リーダートレーニング）
	次期部長・事業主任研修会

次期クラブ会長・部役員研修会　　　各1回

	区報
	3回発行


· CHF　スイスフラン　（1CHF＝99.18円）2013年2月28日現在

· （　）は国際への目標金額、目標数字です。
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